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御
神
酒
頂
戴
式

№ 203
夏
2017

　

八
坂
神
社
祭
礼
益
子
祇
園
祭
の
二
日
目

7
月
24
日
に
関
東
三
大
奇
祭
の
一
つ
と
云

わ
れ
る
御
神
酒
頂
戴
式
が
行
わ
れ
た
。
宝

永
２
年
（
１
７
０
５
年
）
か
ら
の
伝
統

行
事
で
、
五
穀
豊
穣
、
無
病
息
災
を
祈
り
、

祭
の
当
番
引
継
ぎ
の
儀
式
で
も
あ
る
。

　

儀
式
は
女
人
禁
制
で
、
し
め
縄
の
内
に

入
れ
る
の
は
男
性
の
み
。
１
年
３
６
５
日

に
な
ぞ
ら
え
た
３
升
６
合
５
勺
（
６
・
５

リ
ッ
ト
ル
）
入
る
大
盃
に
注
が
れ
た
燗
酒

を
、
当
番
町
は
男
衆
数
十
人
で
２
杯
、
次

年
度
当
番
町
は
男
衆
十
人
で
３
杯
飲
む

も
の
。
そ
の
間
、
杯
に
は
手
を
触
れ
る
こ

と
が
で
き
ず
顔
を
近
づ
け
て
飲
み
続
け
る
。

最
後
に
飲
み
干
す
１
人
に
だ
け
杯
を
持
つ

こ
と
が
許
さ
れ
、
頭
の
上
に
逆
さ
に
し
た

杯
を
掲
げ
完
全
に
飲
み
干
し
た
こ
と
を
証

明
す
る
。
使
用
さ
れ
た
大
き
な
注
瓶
は
益

子
焼
で
で
き
て
お
り
、
そ
の
大
き
さ
に
も

驚
き
で
す
。



第203号 平成29年7月31日（2）

会長に再選し、新たに決意を述べる石坂博氏

功労者に対する表彰式

　
石
坂
会
長
が
続
投
！

副
会
長
６
名
は
揃
っ
て
再
任　

決算期別説明会のお知らせ

対象法人 開催日時 開催場所

7 月
8 月 ｝決算
9 月

平成 29 年 
8 月 7 日（月） 

午後 2 時
真岡商工会議所

平成 29 年 
8 月 8 日（火） 

午後 2 時
益子町商工会館

　
（
一
社
）
真
岡
法
人
会
の
第
５
回
通
常

総
会
が
去
る
6
月
13
日
（
火
）、「
フ
ォ
ー

シ
ー
ズ
ン
静
風
」
で
行
わ
れ
、
任
期
満
了

に
よ
る
役
員
改
選
で
は
、
支
部
選
出
の
理

事
・
監
事
29
名
が
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
、

理
事
互
選
に
よ
る
正
副
会
長
の
選
出
で
は
、

会
長
に
石
坂
博
氏
、
副
会
長
に
は
、
各
支

部
長
の
６
名
が
揃
っ
て
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
理
事
に
、
坂
本
好
夫
、
伊
藤

健
、
石
塚
晃
、
太
田
浩
彰
の
４
氏
と
新
監

事
に
は
川
田
一
雄
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
来
賓
に
三
瓶
伸
一
真
岡
税
務

署
長
を
は
じ
め
、
篠
原
宣
之
真
岡
商
工
会

議
所
会
頭
、
柳
彰
一
税
理
士
会
真
岡
支
部

長
、
郡
内
各
商
工
会
長
、
受
託
保
険
会
社

な
ど
、
来
賓
多
数
の
ご
臨
席
と
会
員
、
関

係
者
合
わ
せ
１
０
８
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

議
事
は
、
委
任
状
を
含
め
出
席
者
総
数

が
６
３
４
名
で
過
半
数
を
超
え
、
本
総
会

及
び
議
決
は
全
て
適
法
に
成
立
す
る
旨
を

報
告
し
、
定
款
の
定
め
に
よ
り
石
坂
会
長

が
議
長
と
な
り
進
行
。

　

第
1
号
議
案
の
平
成
28
年
度
事
業
報
告

書
並
び
に
第
2
号
議
案
、
平
成
28
年
度
収

支
決
算
書
承
認
の
件
は
、
い
ず
れ
も
満
場

一
致
で
可
決
承
認
し
ま
し
た
。

　

報
告
の
中
で
、「
長
年
維
持
し
て
き
た

会
員
加
入
率
が
遂
に
50
％
の
大
台
を
割
る

結
果
と
な
り
、
財
政
や
事
業
運
営
は
ま
す

ま
す
厳
し
く
な
る
。
今
後
退
会
を
防
ぐ
に

は
会
員
企
業
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
事
業
の

遂
行
と
、
新
設
法
人
を
対
象
と
し
た
会
員

増
強
運
動
は
欠
か
せ
な
い
。」
と
事
務
局

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
終
了
後
は
、
法
人
会
功
労
者
に
対

す
る
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
平
成
28
年
度
中

に
福
利
厚
生
制
度
の
加
入
推
進
に
功
績
が

あ
っ
た
個
人
、
法
人
に
感
謝
状
と
記
念
品

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
去
る
6
月
9
日
、
県
法
連
総
会

が
開
催
さ
れ
、
席
上
、
長
年
に
亘
り
法
人

会
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
役
員
に
対
す
る

表
彰
が
行
わ
れ
、
当
会
か
ら
４
名
が
受
賞

の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。
誠
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活

躍
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

◉
選
任
さ
れ
た
役
員
は
次
の
方
々
で
す
。

会　

長　
　

石
坂　

博

副
会
長　
　

諸
伏
勇
治　
　

新
井　

明

　

〃　
　
　

篠
原
泰
三　
　

髙
松
壽
太
郎

　

〃　
　
　

阿
部
正
機　
　

杉
田
貞
一
郎

理　

事　
　

久
保
康
夫　
　

礒　

一
己

　

〃　
　
　

石
田
順
一　
　

坂
本
好
夫

　

〃　
　
　

秋
山
康
雄　
　

堀
口
真
男

　

〃　
　
　

仁
平　

広　
　

伊
藤　

健

　

〃　
　
　

萩
原
新
也　
　

塚
本
和
也

　

〃　
　
　

石
塚　

晃　
　

稲
見　

康

　

〃　
　
　

渡
辺
成
行　
　

河
野　

遵

　

〃　
　
　

田
村
浩
次　
　

竹
石
峰
夫

　

〃　
　
　

堀
内
一
浩　
　

太
田
浩
彰

　

〃　
　
　

田
尻
和
子

監　

事　
　

上
野
良
夫　
　

関
口
勝
義

　

〃　
　
　

川
田
一
雄

相
談
役　
　

小
林
克
男

顧　

問　
　

入
江
竹
司　
　

平
石
英
雄

（
敬
称
略
）

※
受
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。

【
全
国
法
人
会
総
連
合
会
長
表
彰
】

　

諸
伏
勇
治　
（
真
岡
支
部
）

【
栃
木
県
法
人
会
連
合
会
長
表
彰
】

　

河
野　

遵　
（
市
貝
支
部
）

　

石
塚　

晃　
（
益
子
支
部
）

　

樋
口
信
之　
（
真
岡
支
部
）

【
真
岡
法
人
会
長
表
彰
】

　

星
野
万
澄　
（
大
同
生
命
推
進
員
）

　

㈲
サ
ン
保
険
事
務
所（
Ａ
Ｉ
Ｕ
代
理
店
）

　

足
利
不
動
産
㈱（
ア
フ
ラ
ッ
ク
代
理
店
）

（
敬
称
略
）



第203号（3）平成29年7月31日

新
部
会
長
に
太
田
浩
彰
氏

青
年
部
会
の
新
体
制
決
ま
る
！

太
田
　
浩
彰

新
部
会
長
あ
い
さ
つ

田
尻
部
会
長
が
再
選

　
（
一
社
）
真
岡
法
人
会
青
年
部
会
の
第

５
回
通
常
総
会
は
6
月
20
日
、
午
後
５
時

か
ら
真
岡
商
工
会
議
所
「
大
ホ
ー
ル
」
で

行
い
、
会
員
、
来
賓
合
わ
せ
て
43
名
が
出

席
し
た
。

　

総
会
は
、
第
１
、
第
２
号
議
案
を
満
場

一
致
で
可
決
承
認
し
、
第
３
号
議
案
の
役

員
改
選
で
は
、
３
期
６
年
間
務
め
た
秋
山

康
雄
部
会
長
が
勇
退
し
、
後
任
に
太
田
浩

彰
氏
（
㈱
第
一
テ
ン
ト
）
を
選
出
し
た
。

　

ま
た
、
益
子
支
部
の
萩
原
一
貴
、
市
貝

支
部
の
橋
本
賢
一
、
芳
賀
支
部
の
小
玉
裕
一

の
３
氏
が
新
た
に
副
部
会
長
に
就
任
し
た
。

　

今
年
、
青
年
部
会
で
は
11
月
に
高
知
県

で
開
催
さ
れ
る
「
全
国
青
年
の
集
い
」
に

お
い
て
、
関
信
局
の
青
年
部
会
を
代
表
し

て
租
税
教
育
活
動
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

「
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
行
う
な
ど

大
き
な
事
業
を
控
え
て
い
る
。

　

議
事
終
了
後
、
来
賓
の
三
瓶
伸
一
真
岡

税
務
署
長
、
石
坂
博
法
人
会
長
か
ら
ご
祝

辞
を
頂
き
総
会
は
閉
会
し
、
そ
の
後
、
会

場
を
「
け
や
き
会
館
」
に
席
を
移
し
て
の

懇
親
会
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。

　

な
お
、
新
役
員
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

部
会
長 

太
田
浩
彰

副
部
会
長 

久
保
田
正　

萩
原
一
貴

　
　

〃　

 

渡
辺
成
行　

橋
本
賢
一

　
　

〃　

 

小
玉
裕
一

　

理　

事　

 

石
坂
茂
紀　

荻
野
博
志

　

理　

事　

 

上
野
豊
和　

仲
野
信
吾

　

理　

事　
 

植
田
祥
洋　

山
田
靖
浩

　

監　

事　
 

小
出
真
一　

柚
木
孝
則

（
以
上
、
敬
称
略
）

　

平
成
29
年
度
よ

り
、
青
年
部
会
長

を
拝
命
い
た
し
ま

し
た
太
田
浩
彰
で
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変

化
し
て
い
ま
す
。
企
業
も
団
体
も
そ
の
存

在
意
義
を
問
わ
れ
る
厳
し
い
時
代
で
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
は
、
自
己
研
鑽
に

努
め
、
己
の
進
む
べ
き
道
を
切
り
拓
い
て

い
く
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

本
年
度
も
青
年
部
会
は
、
税
を
は
じ
め
と

し
た
法
人
会
の
趣
旨
に
則
り
、
次
代
を
担

う
子
供
達
に
対
す
る
「
租
税
教
育
活
動
」

を
中
心
に
、
会
員
相
互
の
情
報
交
換
や
交

流
事
業
を
展
開
し
て
参
り
ま
す
。
２
年
間

精
一
杯
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
会
員
皆
様

の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
、
税
務
ご
当
局
、
親
会
を
は
じ

め
関
係
の
皆
様
に
は
、
引
き
続
き
ご
指
導

ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
（
一
社
）
真
岡
法
人
会
女
性
部
会
の
第

５
回
通
常
総
会
が
、去
る
5
月
26
日
（
金
）

午
前
11
時
か
ら
フ
ォ
ー
シ
ー
ズ
ン
静
風
に

於
い
て
、
三
瓶
伸
一
真
岡
税
務
署
長
は
じ

め
ご
多
数
の
ご
来
賓
を
お
迎
え
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
田
尻
部
会
長
が
議
長
と
な
り

議
事
を
進
行
、
提
出
議
案
の
平
成
28
年
度

事
業
報
告
と
収
支
決
算
報
告
並
び
に
平
成

29
年
度
事
業
計
画
と
収
支
予
算
案
は
原
案

通
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
３
号
議
案
の
役
員
改
選
で
は
、
満
場

一
致
で
田
尻
部
会
長
が
再
選
さ
れ
、
副
部

会
長
で
は
、
茂
木
支
部
の
大
越
部
長
に
代

わ
っ
て
中
村
葉
子
さ
ん
が
就
任
し
ま
し
た
。

こ
の
他
、
理
事
・
監
事
に
若
干
名
の
動
き

が
あ
り
ま
し
た
。

　

女
性
部
会
で
は
本
年
度
も
租
税
教
育
活

動
、
社
会
貢
献
活
動
、
会
員
相
互
の
交
流

事
業
を
中
心
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
総
会
終
了
後
に
は
税
務
研
修
会

を
行
い「
平
成
29
年
度
税
制
改
正
」を
テ
ー

マ
に
真
岡
税
務
署
の
前
原
法
人
統
括
官
か

ら
ご
講
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
新
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

部
会
長　

田
尻
和
子

副
部
会
長　

柴
ひ
ろ
え　

岡
本
悦
子

　
　

〃　
　

中
村
葉
子　

豊
田
有
子

　
　

〃　
　

大
林
節
子

　

理　

事　

大
瀧
陽
子　

天
堤
真
理
子

　
　

〃　
　

新
井
芳
江　

大
塚
政
子

　
　

〃　
　

長
谷
川
香
代
子　

町
井
則
子

　
　

〃　
　

石
塚
幸
子　

猪
口
道
子

　
　

〃　
　

小
玉
初
枝

　

監　

事　

篠
原
美
代
子　

菊
地
サ
チ
子

　

相
談
役　

上
野
洋
子

　

顧　

問　

暮
田
和
子（

以
上
、
敬
称
略
）



第203号 平成29年7月31日（4）

支部総会の様子

真岡支部

益子支部

市貝支部

二宮支部

茂木支部

芳賀支部

　６支部の定期総会が、5月中旬から 6月初旬にかけて行われました。今年は、各支部
とも役員改選の年に当たり、新役員の選任と合わせ本部委員会の委員選出も行いました。
この結果、支部長全員が再任し、副支部長と理事・監事並びに委員に若干名の交代があ
りました。
　また、総会当日は各支部とも真岡税務署に講師を依頼し、「税務研修会」を実施しました。
それぞれの開催状況は次の通りです。

副支部長５人体制へ

新副支部長に坂本好

夫氏、秋山康雄氏

新副支部長に

外池茂樹氏を選任

市貝支部も正副支部

長揃って再任

新副支部長に

伊藤 健氏を選任

正 副 支 部 長 ３ 名 は

揃って再任

芳賀支部も正副支部

長が揃って再任

【開催日】平成 29 年 5 月 22 日（月）午後５時

【場　所】真岡商工会議所「大ホール」

【出席者】56 名

【研修会】「事業継承税制」をテーマに研修会を実施。

【開催日】平成 29 年 6 月 7 日（水）午後 6 時 20 分

【場　所】アプローズ益子

【出席者】40 名

【研修会】「税制改正、消費税軽減税率等」をテーマに研修会を実施。

【開催日】平成 29 年 5 月 11 日（木）午後 3 時

【場　所】市貝町商工会館

【出席者】23 名

【研修会】「税制改正、消費税軽減税率等」をテーマに研修会を実施。

【開催日】平成 29 年 6 月 2 日（金）午後 4 時 30 分

【場　所】駅前どんとこい広場「展示棟」

【出席者】16 名

【研修会】「税制改正、消費税軽減税率等」をテーマに研修会を実施。

【開催日】平成 29 年 6 月 1 日（木）午後 4 時

【場　所】ふるさとセンター茂木

【出席者】34 名

【研修会】「税制改正、消費税軽減税率等」をテーマに研修会を実施。

【開催日】平成 29 年 6 月 8 日（木）午後 4 時

【場　所】芳賀町商工会館

【出席者】26 名

【研修会】「税制改正、消費税軽減税率等」をテーマに研修会を実施。
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建築一般材合板各種取り揃えてあります

木材・製材・合板

㋮益子木工有限会社
〒 321-4217 栃木県芳賀郡益子町益子 1018-1

TEL 0285(72)2058
FAX0285(72)7284

E-mail mashikomokkou@ninus.ocn.ne.jp

真
岡
税
務
署
長

�

町
田
富
二
夫

着
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　

本
年
七
月
の
人
事
異
動
で
、
東
京
上
野

税
務
署
副
署
長
か
ら
真
岡
税
務
署
長
と
し

て
着
任
い
た
し
ま
し
た
町
田
で
ご
ざ
い
ま

す
。
前
任
の
三
瓶
署
長
同
様
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

貴
法
人
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、「
よ

き
経
営
者
を
目
指
す
も
の
の
団
体
」
と
し

て
、
各
種
の
研
修
会
、
講
演
会
等
の
開
催

や
、
会
報
誌
の
発
行
な
ど
を
行
う
ほ
か
、

地
域
に
密
着
し
た
社
会
貢
献
活
動
な
ど

様
々
な
事
業
を
積
極
的
に
展
開
さ
れ
、
法

人
会
の
基
本
指
針
で
も
あ
る
「
納
税
意
識

の
向
上
と
企
業
経
営
及
び
社
会
へ
の
健
全

な
発
展
」
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
特
に
近
年
、
租
税
教
育
の
推
進
に
力

を
入
れ
、
小
学
生
に
対
す
る
租
税
教
室
の

実
施
校
数
を
増
や
さ
れ
た
と
伺
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
貴
法
人
会
の
皆
様
が
、

税
務
の
良
き
理
解
者
と
し
て
ご
尽
力
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
は
誠
に
心
強
い
限
り
で

あ
り
、
石
坂
会
長
を
は
じ
め
役
員
並
び
に

会
員
の
皆
様
の
日
ご
ろ
の
ご
努
力
に
対
し

ま
し
て
、
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
と
と
も

に
、
税
務
行
政
の
円
滑
な
運
営
に
対
す
る

深
い
ご
理
解
と
格
別
の
ご
協
力
に
対
し
ま

し
て
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
昨
年
一
月
か
ら
導
入
さ
れ

ま
し
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
き
ま
し

て
は
、
積
極
的
に
説
明
会
を
開
催
い
た
だ

く
な
ど
、
制
度
の
円
滑
な
導
入
・
定
着
に

向
け
た
周
知
・
広
報
に
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
お
か
げ
で
、
本
格
的
な
運
用
開

始
後
初
め
て
と
な
る
確
定
申
告
に
お
い
て

も
大
き
な
混
乱
も
な
く
対
応
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
皆
様
も
ご
承
知
の
と
お
り
、
平

成
二
十
八
年
十
一
月
の
税
制
改
正
に
よ
り
、

平
成
三
十
一
年
十
月
に
消
費
税
率
10
％
へ

の
引
き
上
げ
と
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度

が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
税
制
改

正
の
対
応
に
当
た
り
ま

し
て
は
、
法
人
会
及
び

会
員
の
皆
様
と
の
連

携
・
協
調
が
不
可
欠
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
一
般
社
団

法
人
真
岡
法
人
会
の

益
々
の
ご
発
展
と
会
員

の
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご

繁
栄
を
心
よ
り
祈
念
申

し
上
げ
ま
し
て
着
任
の

あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

真
岡
税
務
署
定
期
人
事
異
動

◆
転
入
者 

（
７
月
10
日
付
）

　

署
長 

町
田
富
二
夫

　

総
務
課
長 

本
所　

俊
幸

　

法
人
課
税
部
門
統
括
官 

藤
田　

智
雄

　

総
務
係
長 

竹
ノ
内
孝
行

◆
転
出
者

　

署
長 

三
瓶　

伸
一

　

総
務
課
長 

人
見　

好
典

　

法
人
課
税
部
門
統
括
官 

前
原　

精
一

　

総
務
係
長 

菱
沼　

雄
一

 

（
敬
称
略
）

JTB 提携店　国内・海外総合旅行取扱店

はぎわら観光株式会社
栃木県芳賀郡益子町北中 437-1

TEL：0285-72-5334

FAX：0285-72-7270

栃木県法人会連合会主催

会員研修会のご案内
【日　時】平成 29年 9月 7日（木）午後 1時 30分開会
【会　場】塩原温泉「ホテルニュー塩原」☎️ 0287-32-2611
【研修会】	 （第１部）税務研修会「演題未定」
	 　（講師）宇都宮税務署担当官
	 （第２部）講演会
	 　演題「笑いと人生」
	 　（講師）林家三平氏（落語家）
【参加費】	 宿泊まで	 13,000 円
	 懇親会まで	 9,000 円
	 研修会のみ	 無　料
	 	宿泊・懇親会参加者には 2,000 円助成します
【参加申込】参加ご希望の方は、同封しました別紙案内書により真岡法
人会事務局へ FAXで直接お申し込み下さい。
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「
税
に
関
す
る
標
語
」
募
集

益
子
支
部

優
良
経
理
担
当
者
を
表
彰

真
岡
支
部

益子の歴史とともに130年

美術・工芸を学ぶ人のために

職
場
の
花

　

真
岡
信
用
組
合
に
入
組
し
、
今
年
で
2

年
目
に
な
り
ま
す
。
現
在
は
テ
ラ
ー
係
と

し
て
、
お
客
様
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
合

わ
せ
た
商
品
の
ご
提
案
を
さ
せ
て
頂
い
て

お
り
ま
す
。
お
客
様
1
人
1
人
と
の
会
話

を
大
切
に
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
客
様
の
求

め
る
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
で
き
る
よ
う
心
掛

け
て
い
ま
す
。
お
客
様
か
ら
感
謝
の
お
言

葉
を
頂
い
た
と
き
や
「
真
岡
信
用
組
合
を

利
用
し
て
よ
か
っ
た
。」
と
い
う
言
葉
を

い
た
だ
い
た
と
き
に
大
変
や
り
が
い
を
感

じ
ま
す
。

　

当
組
合
は
、
今
年
の
４
月
に
芳
賀
支
店

が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
、
お
客
様

に
と
っ
て
、
よ
り
快
適
に
利
用
し
や
す
い

環
境
に
な
り
ま
し
た
。
芳
賀
支
店
が
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
で
き
た
の
は
、
当

組
合
を
ご
愛
顧
下
さ
る
お
客
様
の
支
え
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
実
現
で
き
た
こ
と
だ
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
当
組
合
の
特
徴
を
活
か
し
た
地

域
に
密
着
し
た
サ
ー
ビ
ス
に
更
に
力
を
注

ぎ
、
お
客
様
の
様
々
な
ご
要
望
に
お
応
え

で
き
る
よ
う
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

真
岡
支
部
の
通
常
総
会
並
び
に
優
良
経

理
担
当
者
の
表
彰
式
が
先
頃
行
わ
れ
、
本

年
度
は
、（
株
）
静
風
の
高
木
一
也
様
、

三
和
建
設
（
株
）
の
渡
邉
伸
子
様
、
剋
真

建
設
（
株
）
の
小
林
綾
子
様
の
３
名
が
受

賞
さ
れ
、
諸
伏
勇
治
部
長
か
ら
表
彰
状
と

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
益
々
の

ご
活
躍
を
ご
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　

益
子
支
部
で
は
地
域
貢
献
事
業
と
し
て
、

今
年
も
町
内
の
小
学
六
年
生
を
対
象
と
し

た
「
税
に
関
す
る
標
語
」
の
募
集
を
実
施

平成 29 年度租税教室の担当校決まる
日　時 学校名 6年生児童数 講　師

平成29年10月20日㈮10:40 七 井 小学校 61 名 女性部会益子支部
平成29年10月24日㈫10:40 亀 山 小学校 37 名 女性部会真岡支部
平成29年11月30日㈭10:45 物 部 小学校 38 名 青年部会二宮支部
平成29年12月� 8日㈮13:40 大内東小学校 15 名 青年部会真岡支部
平成29年12月12日㈫10:40 市 貝 小学校 33 名 青年部会市貝支部
平成30年� 1月11日㈭14:00 中 村 小学校 30 名 女性部会真岡支部
平成30年� 1月12日㈮13:45 長 田 小学校 56 名 青年部会真岡支部

真岡信用組合 
益子支店

磯
いそ

 望
のぞみ

 さん

致
し
ま
し
た
。
参
考
資
料
と
し
て
、
小
冊

子
「
ク
イ
ズ
だ
ゼ
イ
！
」
を
児
童
に
配
布

し
て
お
り
ま
す
。

　

夏
休
み
明
け
に
集
ま
っ
た
標
語
は
九
月

〜
十
月
の
選
考
会
を
経
て
、
十
一
月
の
税

を
考
え
る
週
間
に
表
彰
式
を
行
う
予
定
で

す
。
尚
、
従
来
か
ら
の
町
長
賞
、
教
育
長

賞
等
に
加
え
今
回
か
ら
税
務
署
長
賞
も
設

け
ま
す
。
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有
限
会
社大

晃
組
　

　
有
限
会
社白

光
堂
　

企 

業 

紹 

介

　

弊
社
は
、
平
成
3
年
芳
賀
郡
益
子
町
大

字
大
沢
に
総
合
建
設
業
と
し
て
創
業
し
、

約
26
年
間
栃
木
県
・
茨
城
県
を
中
心
に
事

業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
平
成
9
年
不
動

産
取
引
業
の
免
許
を
取
得
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
内
容
は
公
共
・
民
間
土
木
工
事
、

建
築
工
事
を
主
に
リ
フ
ォ
ー
ム
、
舗
装
・

カ
ー
ポ
ー
ト
・
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
外
構

工
事
な
ど
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
土
地
の

売
買
、
仲
介
等
の
不
動
産
取
引
も
承
っ
て

お
り
ま
す
。

　

弊
社
は
土
地
の
取
得
、
建
物
の
建
設
、

外
構
工
事
を
1
社
で
設
計
・
施
工
・
管
理

で
き
る
と
い
う
特
長
が
あ
る
の
で
、
よ
り

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
・
ロ
ー
コ
ス
ト
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
社
員
の
技
術
の
向
上
や
資
格
の

取
得
に
努
め
て
お
り
、
現
在
1
級
土
木
施

工
管
理
技
士
・
２
級
建
築
士
・
宅
地
建
物

取
引
士
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、

栃
木
県
建
築
士
会
・
栃
木
県
土
木
施
工
管

理
技
士
会
・
栃
木
県
技
術
士
会
に
加
入
し

て
お
り
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
や
同
業
他

社
と
の
意
見
交
換
会
・
情
報
交
換
会
に
参

加
さ
せ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、「
社
会
へ
の
貢
献
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
建
設
事
業
を
通
じ
て
社
会
の
継
続
的
な

発
展
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
地
域
社
会

の
活
性
化
に
寄
与
し
て
い
く
企
業
を
め
ざ

し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

弊
社
は
、
平
成
十
四
年
六
月
、
総
合
建

設
会
社
と
し
て
益
子
町
塙
に
開
業
い
た
し

ま
し
た
。
昨
年
、
業
務
体
制
の
一
層
強
化

充
実
の
た
め
、
創
業
の
地
で
あ
る
益
子
町

に
本
社
支
店
を
統
合
し
、
よ
り
迅
速
な
対

応
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

皆
様
の
生
活
が
安
全
で
便
利
に
な
る
よ

う
、
地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る
企
業
を
目

指
し
、
社
員
一
丸
と
な
り
日
々
努
力
し
て

お
り
ま
す
。

　

業
種
は
、
土
木
一
式
・
と
び
土
工
・
舗

装
・
水
道
施
設
で
、
道
路
・
河
川
工
事
等

の
公
共
工
事
を
中
心
に
、
宅
地
造
成
・
外

構
工
事
等
の
民
間
工
事
も
施
工
し
て
い
ま

す
。
平
成
二
十
五
年
に
は
、
給
水
装
置
工

事
事
業
者
の
指
定
を
受
け
、
一
般
住
宅
の

給
配
水
工
事
及
び
宅
内
排
水
設
備
工
事
等

多
方
面
に
業
務
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
冬
期
の
凍
結
や
降
雪
の
際
は
、

融
雪
剤
散
布
や
除
雪
作
業
に
よ
り
交
通
事

故
防
止
に
協
力
し
、
緊
急
漏
水
修
理
工
事

や
水
道
メ
ー
タ
ー
交
換
等
、
地
域
に
密
着

し
た
活
動
に
も
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　

写
真
は
、
現
在
施
工
中
の
道
路
改
良
工

事
の
様
子
で
す
。
こ
の
工
事
で
は
、
道
路

を
拡
幅
整
備
す
る
事
に
よ
り
、
車
両
の
走

行
性
を
向
上
し
、
歩
行
者
の
安
全
を
確
保

し
ま
す
。

　

最
後
に
、
建
設
業
を
取
り
巻
く
環
境
は

大
変
厳
し
い
で
す
が
、
私
た
ち
は
今
後
も

地
域
の
道
路
・
河
川
を
守
り
、
未
来
へ
繋

げ
て
参
り
ま
す
。

　

地
域
に
密
着
し
た
建
設
会
社
と
な
る
よ

う
、
工
事
の
安
全
・
技
術
向
上
に
精
進
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
な
お
一
層
の
お
引

き
立
て
を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
心
か
ら
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。


